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は
じ
め
に

　
近
年
の
中
国
は
、
経
済
発
展
が
一
層
加
速

し
、
壮
大
な
「
一
帯
一
路
」
政
策
が
世
界
の
大

国
へ
の
動
き
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
民

族
に
関
す
る
動
き
と
し
て
「
中
華
民
族
」
の
一

体
化
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
人
口
の
圧
倒
的
多

数
を
占
め
る
漢
族
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
る

が
、
五
六
の
民
族
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
多
数

の
民
族
集
団
が
広
大
な
地
域
を
舞
台
に
な
が
い

歴
史
の
中
で
接
触
交
流
を
重
ね
て
、
国
家
の
民

族
政
策
も
関
わ
っ
て
、
現
在
の
多
民
族
国
家
が

形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
諸
民
族
集
団
や

そ
の
文
化
の
形
成
史
と
現
状
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
住
民
の
生
活
に
つ
い
て
、
沿
海
部
の

大
都
市
の
そ
れ
や
農
民
の
出
稼
ぎ
、
都
市
と
農

村
の
格
差
の
問
題
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
も
の
の
、
少
数
民
族
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
中
国
の
現
状
を
多
角
的
に
理
解

す
る
た
め
に
は
、
家
族
や
親
族
、
衣
食
住
、
経

済
、
婚
葬
、
年
中
行
事
な
ど
諸
方
面
か
ら
諸
民

族
の
生
活
文
化
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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青
蔵
高
原
東
部
の
、
四
川
省
・
雲
南
省
・
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
の
三
省
区
が
隣
接
す
る
山
脈
部

と
高
山
峡
谷
部
か
ら
な
る
横
断
山
脈
区
域
で
あ

る
「
蔵
彝
走
廊
」
は
、
漢
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の

二
大
勢
力
の
間
の
境
界
に
あ
っ
て
、
歴
史
的
に

多
く
の
集
団
が
接
触
交
流
を
し
て
多
様
な
文
化

が
形
成
さ
れ
、
現
在
は
チ
ャ
ン
族
や
チ
ベ
ッ
ト

族
諸
集
団
な
ど
の
居
住
地
で
あ
る
。
二
〇
〇
八

年
五
月
に
発
生
し
た
汶
川
大
地
震
は
記
憶
に
新

し
い
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
住
民
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
の
か
、
多
く
の
関
心
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
汶
川
大
地
震
後
の
復
興
の
現
状
を

め
ぐ
る
諸
問
題
と
蔵
彝
走
廊
に
お
け
る
諸
民
族

の
文
化
に
つ
い
て
、
長
年
こ
の
地
域
の
諸
民
族

を
研
究
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
論
文
と
写
真
の

両
面
か
ら
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

論
文
篇
の
構
成
と
内
容

　
ま
ず
序
章
で
、
本
書
の
問
題
の
所
在
、
研
究

の
方
法
、
構
成
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
主
目
的

は
、
汶
川
大
地
震
後
の
復
興
に
つ
い
て
、
復
興

政
策
が
終
了
し
た
後
の
チ
ャ
ン
族
地
区
に
お
け

る
開
発
と
課
題
に
つ
い
て
、
と
く
に
チ
ャ
ン
文

化
が
観
光
開
発
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
動
き
と

そ
の
こ
と
が
伝
来
の
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
、
さ

ら
に
蔵
彝
走
廊
に
お
け
る
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
諸

集
団
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
チ
ャ
ン
族
と
の

文
化
的
類
似
性
や
継
続
性
を
考
察
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
研
究
の
方
法
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
と
く
に
定
点
で
の
短
期
反
復
調
査
に

よ
る
。
構
成
は
、
論
文
篇
は
全
十
一
章
の
う
ち

第
Ⅰ
部
の
一
〜
五
章
が
チ
ャ
ン
族
を
あ
つ
か
い

（
う
ち
第
二
・
三
章
が
震
災
後
の
動
き
）、
第
Ⅱ

部
の
六
〜
十
一
章
が
蔵
彝
走
廊
の
四
川
チ
ベ
ッ

ト
族
諸
集
団
や
雲
南
側
の
プ
ミ
族
・
ナ
シ
族
を

あ
つ
か
っ
て
い
る
。
後
半
部
分
は
、
各
集
団
の

概
況
、
婚
姻
状
況
、
祭
祀
と
く
に
祭
山
活
動
に

お
け
る
文
化
的
類
似
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
付
論
「
四
川
に
お
け
る

一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
民
族
研
究
」
が
、
中

国
人
類
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ゆ
え
に
付

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
く
わ
え
て
写
真
篇
の

構
成
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
各
章
に
は
ま
と
め
が
あ
り
要
を
得
た
整
理
が

な
さ
れ
て
お
り
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
以
下
に
論
文
篇
の
各
章
の
概
要
を
記

す
。

　
第
一
章
は
近
年
の
チ
ャ
ン
族
に
関
す
る
文
化

人
類
学
的
研
究
の
内
容
と
課
題
で
あ
る
。
震
災

後
、
中
央
政
府
が
チ
ャ
ン
文
化
の
保
護
と
復
興

を
国
家
的
な
文
化
政
策
の
一
つ
と
し
て
取
り

上
げ
、「
羌
笛
」「
羌
族
刺
繍
」「
羌
年
」
な
ど

チ
ャ
ン
族
の
無
形
文
化
が
各
級
の
文
化
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
政
府
か

ら
の
援
助
を
受
け
て
、
専
門
の
デ
ジ
タ
ル
博
物

館
で
あ
る
「
羌
族
文
化
数
字
博
物
館
」
が
作
成

さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
口
頭
伝

承
に
よ
る
宗
教
的
職
能
者
シ
ピ
の
全
経
典
を
初

め
て
漢
文
に
し
た
試
み
が
示
さ
れ
る
。

　
第
二
章
は
、
汶
川
地
震
後
の
被
災
民
の
移
住

と
移
住
に
と
も
な
う
生
活
の
変
化
に
関
し
て
、

い
く
つ
か
の
村
落
の
事
例
か
ら
検
討
し
て
い

る
。
ま
ず
中
国
西
部
辺
境
の
民
族
地
区
に
共
通

す
る
問
題
で
あ
る
貧
困
に
つ
い
て
、
震
災
に

よ
っ
て
貧
困
が
一
層
深
刻
に
な
っ
た
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
つ
い
で
被
災
後
の
高
山
部
か
ら
の
移

動
に
つ
い
て
、
都
市
部
あ
る
い
は
近
郊
に
集
団

で
、
あ
る
い
は
分
散
し
て
移
住
し
た
事
例
が
示

さ
れ
る
。
移
動
は
出
稼
ぎ
が
恒
常
化
し
た
一
九

九
〇
年
代
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
被

災
に
よ
っ
て
大
規
模
な
移
住
が
起
き
、
村
落
が
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無
人
化
し
解
体
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
移
住
の
背
景
に
は
政
府
の
新
都
市

化
、
農
業
の
現
代
化
の
政
策
が
あ
る
。
新
都
市

化
は
農
民
を
県
城
な
ど
に
移
住
さ
せ
て
農
村
部

の
新
た
な
都
市
化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

住
民
が
移
住
を
決
断
す
る
大
き
な
要
因
は
教
育

と
医
療
で
あ
る
。
教
育
に
つ
い
て
、
農
村
で
は

学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、
小
学
校
は
郷
鎮
の
、

中
学
校
は
県
城
の
そ
れ
に
統
合
さ
れ
る
方
向
に

進
ん
で
き
た
。
農
業
の
現
代
化
と
は
、
企
業
な

ど
に
土
地
使
用
権
を
貸
与
す
る
「
土
地
流
転
」

に
よ
る
農
業
活
動
の
大
規
模
化
や
農
村
の
余
剰

労
働
力
を
小
都
市
に
移
住
さ
せ
て
農
業
以
外
の

仕
事
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
汶
川
地
震
後
の
チ
ャ
ン
文
化
の

復
興
再
建
に
つ
い
て
、
政
府
側
の
復
興
方
式
と

そ
の
問
題
点
、
住
民
側
の
言
語
の
喪
失
を
中
心

と
す
る
文
化
の
現
状
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
中
央
政
府
側
の
復
興
の
特
徴
は
、
三
年
と

い
う
短
期
間
で
、
国
内
の
他
の
省
市
が
資
金
・

人
員
・
資
材
な
ど
を
提
供
す
る
「
対
口
支
援
」

方
式
を
と
り
、「
現
代
的
チ
ャ
ン
文
化
の
創

出
」
を
目
指
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
期
に
は

始
ま
っ
て
い
た
観
光
開
発
を
促
進
し
、
外
観
上

「
ホ
ン
モ
ノ
よ
り
も
美
し
い
村
」（
北
川
県
吉
娜

羌
寨
）
を
作
り
、
政
治
的
業
績
と
し
て
見
え
や

す
い
ハ
コ
モ
ノ
を
突
貫
工
事
で
作
っ
た
。
結

果
、「
巨
大
都
市
な
み
の
大
規
模
で
最
新
式
の

ハ
コ
モ
ノ
が
立
ち
並
ぶ
」（
汶
川
県
）
状
況
に

陥
っ
た
。
汶
川
県
城
に
は
「
大
禹
」
の
巨
大
な

銅
像
を
作
り
多
民
族
融
合
の
表
象
と
し
、「
岷

江
モ
デ
ル
」
に
そ
っ
て
、「
正
統
的
」
な
チ
ャ

ン
文
化
を
代
表
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
白
石
と

羊
角
の
装
飾
を
建
築
物
に
ほ
ど
こ
し
、
石
積
み

風
の
一
見
伝
統
的
な
建
築
や
石
碉
を
持
つ
民
俗

観
光
村
を
幹
線
道
路
沿
い
に
作
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
「
外
部
か
ら
与
え
ら
れ

た
」
も
の
で
、
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
住
民
の

意
志
が
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
北

川
県
の
よ
う
に
、
漢
族
が
多
か
っ
た
の
が
、
一

九
八
〇
年
代
に
チ
ャ
ン
族
に
変
更
し
た
た
め

「
漢
族
の
村
に
チ
ャ
ン
族
の
村
を
作
っ
た
」
場

合
（
吉
娜
羌
寨
）
は
な
お
さ
ら
住
民
の
関
心
が

薄
か
っ
た
。

　
チ
ャ
ン
族
の
自
言
語
消
滅
の
危
機
の
問
題
に

つ
い
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

に
お
い
て
出
稼
ぎ
や
経
済
作
物
の
生
産
な
ど
の

産
業
構
造
の
変
化
、
ま
た
漢
語
教
育
の
早
期

化
・
徹
底
化
な
ど
、
震
災
以
前
か
ら
の
経
緯
を

ふ
ま
え
て
、
と
く
に
南
部
方
言
区
で
言
語
喪
失

の
危
機
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
政
府
の
政
策
に

お
け
る
民
族
言
語
保
護
の
視
点
の
欠
如
、
民
族

文
化
の
将
来
を
決
定
す
る
の
は
民
族
自
身
に
よ

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
力
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
羌
年
と
祭
山
会
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
本
書
の
構
成
上
、
震
災
後
の
復
興
の
検
討

は
第
二
・
三
章
で
な
さ
れ
て
お
り
、
第
四
章
で

蔵
彝
走
廊
に
居
住
す
る
チ
ャ
ン
族
、
ギ
ャ
ロ

ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
、
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
、
プ

ミ
族
に
共
通
す
る
儀
礼
と
し
て
祭
山
会
が
検
討

さ
れ
、
第
Ⅱ
部
の
川
西
南
チ
ベ
ッ
ト
族
諸
集
団

の
検
討
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
ず
チ
ャ
ン
族

の
新
年
「
羌
年
」
に
つ
い
て
地
方
政
府
主
導
の

祭
山
会
が
行
わ
れ
る
が
一
過
性
に
終
わ
っ
た
こ

と
、
他
方
、
被
災
後
の
移
住
先
で
は
、
村
の
長

老
組
が
中
心
と
な
っ
て
集
団
的
な
羌
年
活
動
を

実
施
し
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
民
族
文
化
を
維
持

し
て
い
く
の
は
住
民
自
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
各
集
団
に

共
通
す
る
祭
山
会
の
特
徴
が
示
さ
れ
る
。
祭
場

の
空
間
構
成
、
祭
祀
方
法
、
固
有
の
宗
教
的
職
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能
者
シ
ャ
ー
マ
ン
の
存
在
、
実
施
期
間
が
検
討

さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル

ク
派
伝
来
以
前
の
信
仰
が
重
要
な
鍵
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
、
民
国
期
に
漢
族
側
か
ら
「
略
奪

殺
人
集
団
」「
猼
猓
子
」
と
み
な
さ
れ
た
黒
水

チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
伝
承
の
創

出
の
要
因
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
を
受
容
し
つ
つ
も
、
信
仰
の
深
層
部
分

で
は
祭
山
会
や
白
石
な
ど
に
土
着
的
な
要
素
が

根
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
〉
1
〈

る
。

　
第
六
章
以
降
は
蔵
彝
走
廊
の
各
民
族
集
団
の

調
査
に
基
づ
く
検
討
で
あ
る
。
ま
ず
第
六
章
で

蔵
彝
走
廊
研
究
叢
書
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研

究
、
石
碉
、
川
西
南
「
西
番
」
に
関
す
る
呼
称

と
歴
史
、
民
族
識
別
工
作
と
そ
の
内
実
が
示
さ

れ
て
い
る
。
民
族
識
別
に
つ
い
て
は
ナ
ム
イ
・

チ
ベ
ッ
ト
族
出
身
の
民
族
幹
部
穆
文
富
が
、
雲

南
側
が
プ
ミ
族
と
し
た
の
に
対
し
て
仏
教
信
仰

の
観
点
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
族
と
す
る
こ
と
を
主
張

し
実
現
し
た
と
い
う
。

　
第
七
章
以
降
で
は
七
集
団
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
は
第
四
章
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
共

通
の
基
層
文
化
を
持
〉
2
〈
つ
。
第
七
章
は
、
ナ
ム

イ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
と
〈
西
番
〉
が
扱
わ
れ
て
い

る
。
ナ
ム
イ
の
生
業
や
生
活
・
教
育
の
変
化
、

祭
山
会
、〈
西
番
〉
の
祖
先
の
西
蔵
か
ら
の
移

住
伝
承
、
さ
ら
に
ナ
ム
イ
が
土
着
の
信
仰
を
色

濃
く
残
す
と
い
う
ボ
ン
教
を
信
仰
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
。

　
第
八
章
は
、
ア
ル
ス
・
チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い

て
、
婚
姻
慣
習
か
ら
「
西
番
」
意
識
が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
と
ボ
ン
教
ラ
マ
が
婚
礼
等
に
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
信
仰
が

重
要
な
紐
帯
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
第
九
章
は
、
木
里
蔵
族
自
治
県
の
シ
ヒ
ン
・

チ
ベ
ッ
ト
族
と 〈
西
番
〉 が
取
り
上
げ
ら
れ
、

婚
姻
、
継
承
、
葬
儀
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。
冠

婚
葬
祭
中
、
最
も
重
視
さ
れ
る
葬
儀
に
は
木
里

大
寺
（
か
つ
て
土
司
が
大
ラ
マ
を
兼
ね
土
地
を

領
有
し
た
）
か
ら
大
ラ
マ
を
招
い
て
経
文
を
読

ん
で
も
ら
う
こ
と
、
一
家
に
複
数
の
男
子
が
い

る
場
合
は
一
人
以
上
の
ラ
マ
を
出
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
ラ
マ
に
経
文
を
学
ん
だ
シ
ャ
ー
マ
ン
が

お
り
、
伝
統
の
正
月
「
ヲ
シ
」
に
山
神
を
祀
る

こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
第
十
章
は
、
四
川
と
雲
南
の
プ
ミ
語
集
団
に

つ
い
て
、
か
つ
て
は
「
大
西
番
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
民
族
識
別
に
お
い
て
雲
南
で
は
プ
ミ

族
に
、
四
川
で
は
仏
教
信
仰
ゆ
え
に
チ
ベ
ッ
ト

族
に
な
っ
た
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
両
者

の
経
済
状
況
や
家
族
の
検
討
、
祭
山
会
に
見
ら

れ
る
共
通
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
十
一
章
は
、
四
川
と
雲
南
の
ナ
シ
語
集
団

に
つ
い
て
、
独
特
の
婚
姻
習
俗
「
ア
ダ
婚
」
と

近
年
の
変
化
、
祭
山
会
、
祭
天
活
動
が
共
通
の

要
素
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
付
論
で
は
、
建
国
以
来
、
民
族
訪
問
団
、
識

別
調
査
、
社
会
歴
史
調
査
な
ど
の
四
川
の
民
族

政
策
・
研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
代
表
的
な
研
究

者
で
あ
る
李
紹
明
氏
の
口
述
記
録
な
ど
に
そ
っ

て
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
民
族
研
究
の
実

態
や
政
治
性
な
ど
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

論
文
篇
に
関
す
る
若
干
の
コ
メ
ン
ト

　
⑴
　
震
災
後
の
開
発
に
つ
い
て
、
大
き
な
流

れ
が
政
府
と
住
民
の
双
方
の
側
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
。
移
住
に
よ
っ
て
村
の
解
体
や
農
民
の
非

農
民
化
が
進
み
そ
の
就
業
構
造
が
変
化
し
て
い

る
趨
勢
、
農
村
と
都
市
の
大
き
な
格
差
の
要
因
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で
あ
る
教
育
や
医
療
に
農
民
が
対
応
を
迫
ら
れ

る
現
状
が
示
さ
れ
て
い
る
。
農
村
の
空
洞
化
や

都
市
と
の
格
差
の
問
題
は
、
多
く
の
地
域
に
共

通
し
て
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
地

域
で
は
震
災
復
興
の
文
脈
で
突
出
し
て
み
ら
れ

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
震
災
復
興
の
方
法
と

し
て
、
政
府
側
の
突
貫
工
事
と
住
民
の
意
識
と

の
ズ
レ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
言
う
よ
う

に
民
族
文
化
の
将
来
に
は
住
民
自
身
に
よ
る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
の
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
政
策

と
の
せ
め
ぎ
あ
い
や
妥
協
・
協
働
な
ど
複
雑
な

関
係
が
み
ら
れ
る
場
で
民
族
の
幹
部
や
知
識
人

が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
住
民
の
意
志
を
実
現

し
て
い
く
の
か
、「
借
金
は
政
府
が
何
と
か
し

て
く
れ
る
」
と
い
う
農
民
の
期
待
に
政
府
が
ど

う
答
え
て
い
く
の
か
を
含
め
て
今
後
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
第
二
章
で
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
移
住
に
よ
っ
て
村
落
が
解

体
し
て
も
伝
統
的
な
社
会
文
化
が
維
持
さ
れ
、

村
の
共
同
体
と
し
て
の
紐
帯
が
強
く
意
識
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
村
の
合
議
の
仕
組

み
「
議
話
坪
」
や
親
族
間
の
強
い
互
助
関
係

（
直
台
村
）、
葬
儀
や
年
中
行
事
に
旧
村
に
戻
る

こ
と
（
雅
都
村
、
大
寨
村
）、
ま
た
文
化
に
つ

い
て
は
移
住
先
で
の
客
人
を
も
て
な
す
た
め
の

部
屋
や
多
人
数
で
鍋
庄
舞
を
踊
る
こ
と
の
で
き

る
広
い
家
屋
（
雅
都
村
）
に
み
ら
れ
る
。
こ
の

点
、
第
五
章
の
黒
水
チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い
て
、

居
住
空
間
と
し
て
、
ま
た
村
落
の
境
界
と
し
て

の
「
溝
」（
谷
間
）、
村
の
境
界
の
重
視
、
村
規

民
約
に
よ
っ
て
祭
山
会
や
婚
葬
な
ど
の
共
同
作

業
を
行
う
こ
と
や
、
人
望
が
篤
く
年
齢
の
高
い

者
が
村
の
秩
序
の
維
持
や
祭
祀
に
参
与
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
住
民
が
出
席
す
る
寨
民
会
議
な

ど
、
村
落
を
単
位
と
す
る
社
会
が
民
国
期
ま
で

維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現

在
で
も
村
民
の
相
互
扶
助
や
冠
婚
葬
祭
へ
の
参

加
な
ど
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
村

の
自
律
性
の
高
さ
が
こ
の
地
域
の
社
会
を
理
解

す
る
鍵
と
な
る
よ
う
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、「
溝
」
に
つ
い
て
、
石
碩
﹇2013

﹈
に

よ
る
と
、
蔵
彝
走
廊
は
そ
の
自
然
条
件
か
ら
、

河
流
を
中
心
と
し
た
溝
の
両
岸
台
地
が
人
々
の

居
住
と
生
活
の
場
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
か
つ
て

の
土
司
の
管
轄
地
の
範
囲
で
あ
り
（
ち
な
み
に

九
寨
溝
は
一
溝
の
九
寨
を
管
轄
）、
通
婚
を
含

む
交
流
、
方
言
、
習
俗
、
意
識
の
諸
側
面
に
お

い
て
大
小
の
溝
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
い
う
。
そ
れ
は
地
理
的
な
特
徴
に
着
目
し

た
大
ま
か
な
概
念
モ
デ
ル
に
過
ぎ
な
い
し
、
実

際
に
は
一
つ
の
溝
に
複
数
の
民
族
集
団
が
共
存

す
る
場
合
、
土
司
や
仏
教
寺
院
の
管
轄
地
が
溝

を
越
え
て
広
が
っ
て
い
た
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ

の
点
、
本
書
で
は
各
チ
ベ
ッ
ト
族
に
つ
い
て
随

所
で
郷
鎮
政
府
や
漢
族
が
河
谷
に
、
チ
ベ
ッ
ト

族
な
ど
の
少
数
民
族
は
急
峻
な
山
腹
斜
面
に
居

住
す
る
と
い
う
実
例
（
ナ
ム
イ
・
チ
ベ
ッ
ト
族

や
リ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
族
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
は
写
真
篇
で
も
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
高
山
に
よ
っ
て
隔
絶
さ
れ
山
腹

峡
谷
に
集
落
が
作
ら
れ
る
地
勢
は
そ
こ
に
住
む

人
々
の
集
団
の
あ
り
よ
う
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
こ
の
地
域
の
民
族
集

団
の
分
布
、
ひ
い
て
は
言
語
・
習
俗
の
特
徴
を

把
握
す
る
際
に
こ
う
し
た
モ
デ
ル
は
理
解
の
助

け
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
⑵
　
第
四
章
以
降
で
検
討
さ
れ
て
い
る
蔵
彝

走
廊
の
諸
民
族
集
団
の
祭
山
会
と
そ
の
特
徴
の

共
通
性
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
地
域
の
民
族
文

化
の
形
成
史
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
、
震

災
後
の
状
況
と
と
も
に
本
書
の
大
き
な
成
果
で
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あ
り
、
チ
ャ
ン
族
と
諸
集
団
と
の
文
化
の
類
似

性
・
継
続
性
の
解
明
に
近
づ
い
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

　
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
第
七
章
以
降
で
、
ボ

ン
教
の
ラ
マ
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
伝
来
以
前
の
固

有
の
信
仰
を
伝
え
る
シ
ャ
ー
マ
ン
へ
の
信
仰
と

が
諸
集
団
の
重
要
な
紐
帯
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
チ
ベ
ッ
ト
族
は
、
ボ

ン
教
以
外
に
も
木
里
大
寺
に
顕
著
な
よ
う
に
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響
も
強
い
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン

が
仏
教
の
ラ
マ
に
経
文
を
学
び
集
落
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
礼
と
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
と
が
融
合
し
て
い
る
（
写
真
篇
二
〇
五

頁
）
こ
と
、
冠
婚
葬
祭
で
も
と
く
に
重
要
な
婚

葬
に
仏
教
や
ボ
ン
教
の
ラ
マ
が
関
与
す
る
（
第

八
・
九
章
）
が
、
他
方
で
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割

も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
チ
ョ
ル
テ
ン

ジ
ャ
ブ
﹇2015

﹈
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
普
及

し
た
ア
ム
ド
の
青
海
省
同
仁
県
の
村
に
シ
ャ
ー

マ
ン
が
存
在
し
、
病
気
治
療
や
紛
争
の
解
決
を

含
む
地
域
社
会
の
安
定
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
小
西
﹇2015

﹈
は
、

四
川
松
潘
県
の
ボ
ン
教
僧
院
の
再
建
、
僧
侶
の

活
動
や
チ
ベ
ッ
ト
族
住
民
を
巻
き
込
む
宗
教
実

践
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
先
行
研
究
を

押
さ
え
て
、
ボ
ン
教
は
、
古
代
の
ボ
ン
、
一
一

世
紀
に
組
織
化
さ
れ
た
宗
教
と
し
て
教
義
体
系

を
も
つ
ユ
ン
ド
ゥ
ン
・
ボ
ン
、
特
定
の
体
系
に

組
み
込
ま
れ
ず
に
人
々
の
間
で
継
承
さ
れ
て
き

た
信
仰
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
古
代
の
ボ
ン

と
ユ
ン
ド
ゥ
ン
・
ボ
ン
と
の
継
承
性
や
現
地
の

人
々
の
実
践
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ボ
ン
教
と
土
着
の

信
仰
と
の
連
続
性
は
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
村
の
「
ボ
ン
教
の
シ
ャ
ー
マ
ン
」（
ナ

ム
イ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
）
は
ボ
ン
教
や
仏
教
の
寺

院
の
組
織
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、

ま
た
最
近
の
仏
教
復
興
運
動
と
の
関
係
に
お
い

て
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
が
ど
う
変
化
し
て
い
る

の
か
、
さ
ら
な
る
関
心
が
湧
い
て
く
る
。
本
書

は
小
西
氏
と
は
視
点
が
異
な
る
が
、
ボ
ン
教
や

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
チ
ベ
ッ
ト
周
縁
部
で
の
形
成

史
や
実
践
の
研
究
の
蓄
積
に
寄
与
す
る
も
の
と

思
わ
れ
〉
3
〈

る
。

　
⑶
　
歴
史
に
つ
い
て
、「
汎
羌
論
」
を
と
ら

ず
に
、
先
住
集
団
「
西
南
夷
」
の
「
戈
人
」
を

仮
定
し
羌
を
後
発
集
団
と
し
、
史
詩
「
羌
戈
大

戦
」
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
羌
が
戈
に
勝
っ
て
そ

の
文
化
を
取
り
入
れ
て
北
部
・
南
部
方
言
区
の

チ
ャ
ン
族
の
地
域
性
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
見

通
し
が
示
さ
れ
、
李
錦
氏
は
「
序
」
で
こ
れ
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
的
な
制

約
も
あ
っ
て
実
証
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
中
国
で
は
歴
史
の
政
治
的
利
用
が
顕

著
で
、
郷
土
意
識
と
相
俟
っ
て
、
史
料
的
な
裏

付
け
が
不
十
分
で
も
民
族
起
源
論
が
展
開
さ
れ

が
ち
だ
が
、
こ
の
点
、
よ
り
慎
重
な
姿
勢
が
要

請
さ
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
本
書
で
は
、
古
代
羌
の
南
下
移

動
以
外
に
、
吐
蕃
末
裔
伝
承
、
吐
蕃
に
敗
れ
て

移
住
し
た
伝
承
や
土
司
の
西
蔵
由
来
伝
承
、
清

代
以
降
の
漢
族
の
進
出
な
ど
、
漢
族
と
チ
ベ
ッ

ト
族
と
の
間
の
諸
集
団
の
移
動
を
示
す
事
例
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
の
共
通
の
基
層
文
化
の

存
在
に
歴
史
的
な
人
の
移
動
の
背
景
が
あ
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
点
で
は
、
こ
の
地

域
が
ま
さ
し
く
諸
民
族
の
「
走
廊
」
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

写
真
篇

　
第
Ⅰ
部
で
は
、
筆
者
が
定
点
調
査
を
行
っ

て
き
た
茂
県
雅
都
郷
と
理
県
蒲
渓
郷
を
中
心
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に
チ
ャ
ン
族
の
日
常
生
活
の
変
化
を
示
し
て

い
る
。
一
九
八
〇
年
代
末
の
変
化
が
生
じ
る
直

前
の
時
期
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
農
村
部
に
お

け
る
都
市
化
の
流
れ
、
村
の
解
体
と
村
民
の
移

住
、
震
災
後
の
復
興
と
再
建
、
観
光
化
に
よ
っ

て
地
域
全
体
が
大
き
く
変
貌
し
て
い
く
過
程
と

そ
れ
ら
に
と
も
な
っ
て
村
民
の
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
か
が
示
さ
れ
る
。
第
Ⅱ
部
で

は
、
各
チ
ベ
ッ
ト
族
や
プ
ミ
族
、
ナ
シ
族
に
つ

い
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
の
旧
来
の
習

俗
と
そ
れ
ら
の
一
部
が
近
年
の
観
光
開
発
に

よ
っ
て
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
写
真
篇
で
は
峻
険
な
自
然
環
境
や
壮
観
な
石

碉
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
人
々
の
冠
婚
葬
祭
や
日

常
の
生
活
な
ど
、
本
書
で
は
じ
め
て
公
開
さ
れ

た
写
真
が
多
く
、
ど
れ
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き

く
、
蔵
彝
走
廊
に
暮
ら
す
諸
集
団
の
理
解
を
促

進
す
る
。
た
だ
し
、
茂
県
の
一
九
八
九
年
の
葬

儀
や
近
年
の
婚
礼
、
理
県
の
一
九
九
四
年
の
祭

山
会
、
ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
や
白
馬
チ

ベ
ッ
ト
族
な
ど
論
文
篇
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
〉
4
〈

る
。
写
真
に
は

わ
か
り
や
す
い
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
て

は
い
る
が
、
本
書
で
は
じ
め
て
著
者
の
研
究
に

ふ
れ
た
読
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
を
提
示
す
る

こ
と
の
意
図
の
説
明
に
も
う
一
工
夫
ほ
し
か
っ

た
。
こ
の
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
写
真
は
現
地
の
そ
の
時
点
の
事
象
を
、
時
に

は
文
字
媒
体
に
よ
る
も
の
以
上
に
雄
弁
に
物
語

る
表
象
手
段
と
し
て
有
効
か
つ
重
要
な
方
法
で

あ
る
。
膨
大
な
写
真
を
論
文
篇
と
あ
わ
せ
て
刊

行
し
た
こ
と
は
、
筆
者
の
こ
の
地
域
の
諸
集
団

に
関
す
る
長
年
の
調
査
研
究
の
成
果
を
示
す
意

欲
的
な
試
み
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
書
は
震
災
復
興
や
諸
集
団
に
つ
い
て
、
家

族
や
親
族
、
衣
食
住
、
経
済
、
婚
葬
、
年
中
行

事
な
ど
諸
方
面
か
ら
生
活
文
化
と
そ
の
変
化
を

主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
道
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
重
ね
て
民
族
側
の
動
き
を
発
信
し
大

き
な
成
果
を
お
さ
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
地

に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
に
対
す
る
深
い
関
心

は
、
著
者
が
こ
の
地
域
の
調
査
研
究
を
は
じ
め

た
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
四
半
世
紀
も
の
間
、

一
貫
し
て
い
る
。
読
者
の
一
人
と
し
て
著
者
の

姿
勢
に
対
す
る
共
感
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
本
書
が
今
後
多
く
の
研
究
者
に
読
ま
れ
、

議
論
が
深
ま
り
、
蔵
彝
走
廊
ひ
い
て
は
中
国
南

部
民
族
集
団
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
と
と
も
に
、
写

真
を
通
じ
た
民
族
誌
の
手
法
を
は
じ
め
、
本
書

で
提
示
さ
れ
た
多
く
の
貴
重
な
事
例
や
丹
念
な

記
述
の
評
価
は
評
者
の
力
量
を
は
る
か
に
超
え

て
い
る
。
不
足
や
錯
誤
の
点
は
識
者
の
御
指

正
・
御
高
見
を
仰
ぎ
た
〉
5
〈
い
。

注
〈
１
〉 

第
五
章
の
末
尾
に
一
九
三
〇
年
代
の
「
松

灌
」
交
易
路
と
物
資
を
一
覧
表
と
し
て
示
し
て

い
る
が
、
塩
・
茶
・
綿
布
な
ど
の
生
活
必
需

品
を
含
む
交
易
は
重
要
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
族

地
域
に
お
け
る
交
易
品
と
人
夫
に
よ
る
物
資

運
搬
を
も
含
む
人
々
の
交
易
へ
の
関
与
は
松

岡
﹇2000

］
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
で
き
れ

ば
蔵
彝
走
廊
全
域
に
お
け
る
交
易
の
実
態
に
つ

い
て
、
物
資
の
往
来
や
交
易
路
を
地
図
を
も
駆

使
し
て
ど
こ
か
で
提
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
急

峻
な
高
山
地
域
で
は
と
か
く
自
給
自
足
的
な
面

が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
交
易
は
人
々
の

暮
ら
し
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
蔵
彝
走
廊

の
理
解
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
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れ
る
。

〈
２
〉 
祭
山
会
の
チ
ャ
ン
族
と
各
チ
ベ
ッ
ト
族

と
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
松
岡
﹇2000 : 311 ‒ 

316

］
で
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書

で
調
査
を
通
じ
て
検
証
さ
れ
て
い
る
。

〈
３
〉 

た
だ
し
本
書
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
参
考

文
献
を
見
る
限
り
、
ボ
ン
教
に
関
す
る
先
行

研
究
は
多
く
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
小
西

﹇2015

］
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ア

ム
ド
の
ボ
ン
教
や
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
関
す
る
研

究
は
欧
文
も
含
め
て
そ
れ
な
り
に
蓄
積
が
あ
る

よ
う
で
、
こ
の
点
は
課
題
で
あ
ろ
う
。

〈
４
〉 

理
県
の
祭
山
会
や
白
馬
チ
ベ
ッ
ト
族
の
儀

礼
の
過
程
に
つ
い
て
は
松
岡
﹇2000

﹈
で
、

ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
石
碉
の
意
味
と
観

光
化
に
つ
い
て
は
松
岡
﹇2017

﹈
で
検
討
さ
れ

て
い
る
。

〈
５
〉 

蛇
足
で
あ
る
が
、
本
書
の
副
題
「2008  

汶

地
震
後
の
再
建
と
開
発
」
は
主
に
前
半
の
第
Ⅰ

部
第
二
章
・
第
三
章
で
記
述
さ
れ
、
第
四
章
以

降
は
蔵
彝
走
廊
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
族
や
他
の

諸
集
団
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る

と
副
題
の
表
記
に
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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